
１．概　　要　

２．日時、場所等　

３． 資　　料 別紙次第（添付資料１枚）

 国土交通省 多治見砂防国道事務所 副所長　山本　幸泰　 TEL 0572-25-8020

工務第一課長　市川　東大 TEL 0572-25-8023
   　  FAX 0572-25-1038

Tajimi Office of Sabo and National Highway

日　　時：平成３０年１２月１７日（月） １３:２０　～　１７：１０

場　　所：多治見砂防国道事務所　２F会議室

参 加 者：職員・工事受注業者　約５０名（うち発表者１０名）

講　　師：多治見労働基準監督署　安全衛生課長　辻　健夫　氏

           講演テーマ「建設業における労働災害の現況について」

　　　　　国立大学法人　三重大学　教授　堤　大三　氏

           講演テーマ「近年の土砂災害の特徴」
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問　い　合　わ　せ　先

配　　　布　　　先

解 禁 指 定 な し

平成３０年１２月１０日

「第１９回砂防工事安全対策研究発表会」を開催します
～自然災害から身を守る現場の工夫～

記　者　発　表　資　料

多治見市政記者クラブ、可児記者クラブ、恵那記者会、中津川記者会、木曽合同庁舎記者室、
建設新聞社、日本工業経済新聞社、新建新聞、日刊建設工業新聞、日刊工業新聞社、建設通信新聞

　多治見砂防国道事務所は、工事期間中における土石流や斜面崩壊などの自然災害
から現場作業員の安全確保を図るため、砂防関係工事を受注している企業の創意工
夫について発表会を開催し、受注業者の自然（労働）災害への意識啓発及び受注業
者間の情報共有に努めています。
　なお、当発表会では学識経験者を含めた審査員により審査を行い、優秀発表につ
いては表彰を行います。
　※当発表会は災害復旧工事に携わっていた多くの現場作業員が犠牲となった「平
成８年姫川水系蒲原沢（がまはらざわ）土石流災害」を契機に毎年行っているもの
です。

やまもと ゆきやす

いちかわ はるひさ

国土交通省 中部地方整備局

多治見砂防国道事務所

【昨年度】事務所長の挨拶の様子
【昨年度】

上松支部の安全活動の取組報告の様子
昨年度の表彰式の様子 昨年度の発表の様子



                

開 催 日 ：平成 30年 12月 17日(月)  
開催場所：多治見砂防国道事務所 

２階 ABCD 会議室 
主   催  ：多治見砂防国道事務所 

 

次   第 
 

「第１9 回 砂防工事安全対策研究発表会」 
 

 

13:20～     挨 拶    多治見砂防国道事務所長 

 

13:25～     審査員の紹介 

・ 三重大学 教授           堤 大三  氏 

・ 多治見さぼう・みちﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾗﾌﾞ   早川 康之 氏 

・ 多治見労働基準監督署 安全衛生課長 辻 健夫 氏 

・ 多治見砂防国道事務所 事務所長    植野 利康 

・ 多治見砂防国道事務所 副所長       山本 幸泰 

 

13:30～     発表及び質疑 

※ 発表課題 ○課題（10 題） 

※ 各題１０分程度（発表７分、準備片付け・質疑３分） 

※ 途中１０分程度の休憩 

 

15:40～15:50   ビデオ上映（約１０分） 

         「南木曽町梨子沢災害 平成 26 年 7 月 9 日(水) 災害復旧工事の記録」 

（優秀研究発表の選定・評定） 

 

15:50～16:00   休憩（審査終了まで） 

 

16:00～16:50   講演 

「建設業における労働災害の現況について」 

多治見労働基準監督署 安全衛生課長 辻 健夫 氏 

「近年の土砂災害の特徴」 

三重大学 教授 堤 大三 氏 

16:50～17:00   表 彰 

 

17:00～17:10   講 評 

 

17:10     閉 会          

 

終了後      継続学習制度（CPDS）受講者証明受付 


